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平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が　

月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
の
6
日
間
の
会
期
で
開

28

12

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

条
例
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
議
員
提
出
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
第
5
日
目
の　

月
5
日
に
行
わ
れ
、
4
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

12

し
た
。

　

第
6
日
目
は
、
第
1
日
目
に
採
決
し
た
案
件
を
除
く
全
て
の
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
、

各
常
任
委
員
会
の
事
務
調
査
報
告
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年
第
4
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

28
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定 例 会 の
概 要

報報　

告告

□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及

び
和
解
に
つ
い
て
）

内
容　

東
水
沼
地
内
で
、
町
職

員
運
転
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が

砂
利
敷
き
の
作
業
中
、
荷
台
部

分
が
電
線
に
接
触
し
、
個
人
所

有
地
内
の
電
柱
を
傾
斜
さ
せ
た

も
の
。
損
害
賠
償
額
は　

万
2

14

4
6
1
円
で
、
全
国
町
村
会
自

動
車
損
害
共
済
保
険
で
対
応
。

（
質
疑
な
し
）

条
例
制
定
・
改

条
例
制
定
・
改
正正

□
芳
賀
町
農
業
委
員
会
の
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

内
容　

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
新
し

い
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
芳

賀
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定

数
と
、
新
た
に
設
置
す
る
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

を
定
め
る
も
の
。
な
お
、
現
農

業
委
員
の
任
期
が
平
成　

年
7

29

月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た

19
め
、
新
し
い
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動

は
、
平
成　

年
7
月　

日
か
ら
。

29

20

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

□
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

平
成　

年
人
事
院
勧
告

28

に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
、
期
末
手
当
の　
12

月
期
の
支
給
割
合
を　

月
分
引

0.1

き
上
げ
る
も
の
。
平
成　

年
4

29

月
か
ら
は
こ
の
引
き
上
げ
分
を

　

月
ず
つ
6
月
期
、　

月
期
に

0.05

12

割
り
振
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
芳
賀
町
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国

家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
、
給
与
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
、
官
民
給
与
の
格
差
を
解

消
す
る
た
め
、
給
料
月
額
を
平

均　

％
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当

0.2
の　

月
期
支
給
割
合
を　

月
分

12

0.1

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
扶
養

手
当
の
支
給
内
容
等
に
つ
い
て
、

国
に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
及
び
証
人
等

の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
設
置
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
報
酬
を
定
め
る

も
の
。
ま
た
、
証
人
等
の
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
は
、
本
文
中
に
適
用
さ
れ
る

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
条
例
本

文
を
改
正
す
る
も
の
。

質
疑　

岩
村
治
雄
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
部
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

高
齢
者
支
援
課
に
健
康

福
祉
課
の
「
福
祉
係
」
を
移
管

し
、
課
の
名
称
を
「
福
祉
対
策

課
」
に
改
め
る
。
ま
た
、
健
康

福
祉
課
を
「
健
康
増
進
課
」
に

改
め
、
健
康
係
を
「
母
子
保
健

係
」
と
「
成
人
保
健
係
」
に
分
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補
正
予

補
正
予
算算

け
、
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
も
の
。

質
疑　

杉
田
貞
一
郎
議
員

（
討
論
な
し
・
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容　

利
用
定
員
が　

人
以
下

18

の
小
規
模
な
通
所
介
護
事
業
所

と
利
用
定
員
が
9
人
以
下
の
療

養
通
所
介
護
事
業
所
が
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財

団
法
人
に
準
ず
る
法
人
と
し
て

減
税
対
象
と
し
て
い
た
が
、
対

象
法
人
を
明
確
化
す
る
た
め
、

追
加
す
る
も
の
。
ま
た
、
附
則

の
改
正
は
台
湾
か
ら
の
労
働
者

に
対
す
る
課
税
方
法
が
変
更
に

な
っ
た
も
の
で
、
利
子
所
得
や

配
当
所
得
等
に
つ
い
て
分
離
課

税
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

町
民
税
で
分
離
課
税
と

な
る
台
湾
か
ら
の
労
働
者
の
利

子
所
得
及
び
配
当
所
得
の
額
を
、

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額

の
算
定
及
び
軽
減
判
定
に
用
い

る
総
所
得
金
額
に
含
め
る
こ
と

と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

近
隣
自
治
体
の
都
市
計

画
税
の
課
税
状
況
や
現
在
の
社

会
経
済
状
況
を
鑑
み
、
平
成　
29

年
度
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
都

市
計
画
税
の
税
率
を　

分
の　

100

0.2

と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

28

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

内
容　

総
額
に
8
3
2
0
万
8

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

　

億
7
4
2
4
万
4
千
円
と
す

78る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

陳陳
情情

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
2
件
の

陳
情
は
、　

月
1
日
の
本
会
議

12

に
上
程
し
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
陳
情
は
意
見
書
と

し
て
後
日
、
衆
参
両
院
議
長
と

関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

□
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者　

栃
木
県
町
村
議
会
議

長
会　

会
長　

鈴
木
理
夫

趣
旨　

地
方
公
共
団
体
の
自
由

度
が
拡
大
し
、
自
主
性
及
び
自

立
性
の
高
ま
り
が
求
め
ら
れ
る

中
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

地
方
議
会
の
役
割
と
責
任
が
格

段
に
重
く
な
っ
て
い
る
。
国
民

の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議

会
に
お
け
る
新
た
な
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
の

た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現

す
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
の

提
出
を
提
案
す
る
も
の
。

□
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
定

め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者　

川
の
日
を
国
民
の
祝

日
に
し
よ
う
会　会

長　

桑
原
史
朗

趣
旨　

川
は
日
々
の
暮
ら
し
に

切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
農
作
物
の
栽
培
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
川
の
日

を
国
民
の
祝
日
と
す
る
こ
と
で
、

川
を
大
切
に
守
り
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
か
ら
意
見
書
の
提
出
を
提

案
す
る
も
の
。

賛否の公表

賛否議員名議席
番号

○岡田　年弘1

○大根田周平2

○大根田　弘3

○水沼　孝夫4

○北條　　勲5

○小林　一男6

○石川　　保7

○小林　俊夫8

○岩村　治雄9

○杉田貞一郎10

○小林　隆志11

×小林　信二12

○大島　　浩13

―増渕さつき14
※賛否が分かれた案件のみを公表しています。賛成○　反対×
※増渕議長は採決に加わりません。

発議第4号
地方議会議員の厚生年金制度への加入を求
める意見書の提出について


